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平成２７年３月定例会会議録 

 

 平成２７年豊郷町議会３月定例会は、平成２７年２月２６日豊郷町役場内に招集された。 

 

 １、当日の出席議員は次のとおり 

             １ 番    前 田 広 幸 

             ２ 番    西 山   勝 

             ３ 番    西 澤 博 一 

             ４ 番    鈴 木 勉 市 

             ５ 番    西 澤 清 正 

             ６ 番    西 村 雄 三 

             ７ 番    佐々木 康 雄 

             ９ 番    河 合   勇 

            １０ 番    今 村 恵美子 

            １１ 番    北 川 和 利 

            １２ 番    堀   常 一 

 

 ２、当日の欠席議員は次のとおり 

               な     し 

 

 ３、地方自治法第１２１条の規定に基づき提案理由の説明のために出席を求めたる者は

次のとおり 

        町 長    伊 藤 定 勉 

        副 町 長    村 西 康 弘 

        教 育 長    横 井 保 夫 

        総 務 企 画 課 長    村 田 忠 彦 

        税 務 課 長    山 口 昌 和 

        保 健 福 祉 課 長    神 辺   功 

        医 療 保 険 課 長    北 川 貢 次 

        住 民 生 活 課 長    上 田 文 夫 

        会 計 管 理 者    吉 村 久美子 

        人 権 政 策 課 長    鈴 木 雅 信 

        地 域 整 備 課 長    夏 原 一 郎 

        地域整備課長（上下水道担当）    小 川 光 治 
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        産 業 振 興 課 長    土 田 祐 司 

        教 育 次 長    角 田 清 武 

        社 会 教 育 課 長    野 村   栄 

 

 ４、当日の会議に職務のため出席した者は次のとおり 

        議 会 事 務 局 長    加 藤 善 一 

        書 記    寺 田 理 恵 

 

 ５、提案された議案は次のとおり 

    議第 １号  豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

           とについて 

    議第 ２号  豊郷町監査委員に関する条例の一部を改正する条例案 

    議第 ３号  豊郷町行政手続条例の一部を改正する条例案 

    議第 ４号  豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 

    議第 ５号  豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例

           の一部を改正する条例案 

    議第 ６号  豊郷町教育委員会教育長の給与および勤務時間等に関する条例の

           一部を改正する条例案 

    議第 ７号  豊郷町職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例

           案 

    議第 ８号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律

           の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案 

    議第 ９号  豊郷町保育の実施に関する条例を廃止する条例案 

    議第１０号  豊郷町保育所設置条例の一部を改正する条例案 

    議第１１号  豊郷町立幼稚園保育料条例の一部を改正する条例案 

    議第１２号  豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案 

    議第１３号  豊郷町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例案 

    議第１４号  豊郷町指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定

           介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

           する基準を定める条例案 

    議第１５号  豊郷町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定

           める条例の一部を改正する条例案 

    議第１６号  豊郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に

           関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 
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    議第１７号  豊郷町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備およ

           び運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

           のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を

           改正する条例案 

    議第１８号  豊郷町営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例案 

    議第１９号  豊郷駅コミュニティ施設の指定管理者の指定につき議決を求める

           ことについて 

    議第２０号  平成２６年度豊郷町一般会計補正予算（第５号） 

    議第２１号  平成２６年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

    議第２２号  平成２６年度豊郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

    議第２３号  平成２６年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

    議第２４号  平成２６年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

    議第２５号  平成２７年度豊郷町一般会計予算 

    議第２６号  平成２７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算 

    議第２７号  平成２７年度豊郷町簡易水道事業特別会計予算 

    議第２８号  平成２７年度豊郷町下水道事業特別会計予算 

    議第２９号  平成２７年度豊郷町介護保険事業特別会計予算 

    議第３０号  平成２７年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予算 

    発委第１号  豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案 
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佐々木議長  皆さん、おはようございます。３月定例会を昨日に引き続き再開いたします。 

 ただいまの出席議員は１１名で、会議開会定足数に達しております。よって、

本日の会議は成立いたしました。 

 本日の会議を開きます。 

 （午前９時００分） 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、９番、河合勇君、１０

番、今村恵美子さんを指名いたします。 

 日程第２、議第１号豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについてを議題として質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより議第１号豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについてを採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、全員） 

佐々木議長  全員起立であります。よって、議第１号豊郷町固定資産評価審査委員会委員

の選任につき同意を求めることについては、原案どおり同意されました。 

 日程第３、議第２号豊郷町監査委員に関する条例の一部を改正する条例案を

議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２号豊郷町監査委

員に関する条例の一部を改正する条例案を総務産業建設常任委員会に付託いた

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 
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 よって、議第２号豊郷町監査委員に関する条例の一部を改正する条例案は、

総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第４、議第３号豊郷町行政手続条例の一部を改正する条例案を議題とい

たします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結します。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第３号豊郷町行政手

続条例の一部を改正する条例案は、総務産業建設常任委員会に付託いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第３号豊郷町行政手続条例の一部を改正する条例案を総務産業建

設常任委員会に付託いたします。 

 日程第５、議第４号豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい、１０番。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  議第４号豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案で、この中

で、町職員の勤勉手当の減額の改正が出ていますが、これは、職員さんによっ

てそれぞれ違いますけれども、年間でどのくらいの幅で減額になるのかという

のと、それから、附則の５で特定職員の給与の減額というのが書かれているん

ですけれども、具体的には当町ではどういう対象職員がいるのか、また、金額

の説明をお願いいたします。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  皆さん、おはようございます。今村議員のご質疑にお答えをさせていただき

ます。 

 まず、職員の勤勉手当でございますが、これにつきましては、昨年１１月の

改正によりまして、０.１５月を勤勉手当、それを１年分という形で改正をさせ

ていただきました。それを今回、６月期と１２月期に０.０７５、半分ずつ振り
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分けるということですので、金額の変更はございませんので、ご理解をいただ

きたいと思います。 

 それと、附則の方に出ております給与の減額でございますが、これにつきま

しては、６級の５５歳以上の職員につきましては、給与の１.５％の減額を平

成１８年の給与制度の改正からそういう制度になっております。それにつきま

しても、今回の改正に伴いましても同様の扱いをするという規定でございます

ので、よろしくお願いいたします。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結します。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第４号豊郷町職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例案は、総務産業建設常任委員会に付託

いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第４号豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案を

総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第６、議第５号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関

する条例の一部を改正する条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい、１０番。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  この特別職員の通勤手当、期末手当の合計金額は、改正前、改正後と同じ金

額になるんでしょうか。ちょっとその金額について説明してください。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  ただいまのご質疑で、特別職の職員の場合の期末手当につきましても、これ

につきましては職員の勤勉手当の支給割合を特別職の場合は期末手当にする

ということでございますので、率につきましては１１月に改正した率と変更は

ございません。これもそれぞれ６月期、１２月期に職員と同様に振り分けをさ

せていただいたということでございます。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 
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佐々木議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第５号豊郷町特別職

の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の一部を改正する条例案は、

総務産業建設常任委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第５号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関す

る条例の一部を改正する条例案は総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第７、議第６号豊郷町教育委員会教育長の給与および勤務時間等に関す

る条例の一部を改正する条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第６号豊郷町教育委

員会教育長の給与および勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例案は、

総務産業建設常任委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第６号豊郷町教育委員会教育長の給与および勤務時間等に関する

条例の一部を改正する条例案を総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第８、議第７号豊郷町職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正

する条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第７号豊郷町職員の

高齢者部分休業に関する条例の一部を改正する条例案は総務産業建設常任委員

会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 
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 よって、議第７号豊郷町職員の高齢者部分休業に関する条例の一部を改正す

る条例案は総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第９、議第８号地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  ４番、鈴木さん。 

鈴木議員  議第８号に対して質疑を行います。 

 全協でもちょっと説明がなくて、現行法と相互表の改正の説明がなかったも

んですから、この第４条が、「給与および勤務時間等」が「勤務時間その他の勤

務条件」に変わるんですが、この中身を教えていただきたい。 

 それから、任命権者とあるのが教育委員会とするとなっているんですが、こ

の説明をお願いしたいと思います。 

教育次長  議長。 

佐々木議長  角田教育次長。 

教育次長  鈴木議員さんのご質疑にお答えいたします。 

 第４条の教育長の勤務時間その他の勤務条件につきましては、豊郷町職員の

勤務時間、休暇等に関する条例の適用を受ける職員の例によるということでご

ざいます。そんな形で改正を行います。この場合におきまして、任命権者とあ

るのは教育委員会とするとあります。ここにつきましては、通常、当該職員に

適用される勤務時間その他につきまして、任命権者が行うわけですけども、こ

こにつきましては、新教育長になるわけでございますが、これにつきましては、

委員会の部分で合議制による形でコントロールされるということでございまし

て、任命権者でなく委員会とするというものでございます。 

 以上でございます。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木さん、どうぞ。 

鈴木議員  もう一度聞きますけど、例えば、任命権者は今は誰なんですか、今度はどう

なるんですか。端的に、その方がわかりやすいです。 

 もう１つは、現行は「給与および勤務時間等」が「勤務時間その他の勤務条

件」に変わるわけでしょ。この場合の勤務条件とか給与および勤務時間等、こ

れ全然、表現が変わるんです、中身が。例えば、ここで言う勤務条件というの
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はどういうものを指すのかと。単に国の法令が変わったら、ここだというのは

読めばわかるんです、そんなことは。それ以上言いませんけど、この場合の勤

務条件というのは、どういうことをいうのかという、その変わった中身をお聞

きしたい。 

 以上です。 

教育次長  議長。 

佐々木議長  角田教育次長。 

教育次長  鈴木議員さんの再質疑にお答えいたします。 

 任命権者につきましては、現行、教育委員会の中で。 

鈴木議員  今、誰やと聞いているんです。今、任命権者は誰やと聞いているんです。 

教育次長  教育委員会でございます。ここが、町長が議会の同意を得て任命すると改正

されます。ここにつきまして、もう１点、勤務条件につきましては、先ほど申

しましたが、町職員の勤務時間の条例の適用を受ける職員の例によるというこ

とで、勤務条件を定めている部分の例によるということで考えております。 

 以上でございます。 

鈴木議員  委員会で質疑するので、ちょっともう回答を用意してください。 

佐々木議長  ほかによろしいか。今村さん、よろしいですか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  附則の２と３のただし書きが書いてあるんですけど、これは、具体的に現教

育長の処遇はこれで説明していると思うんですが、どういう処遇になるのかも

うちょっと具体的に説明してくださいませんでしょうか。 

教育次長  議長。 

佐々木議長  角田教育次長。 

教育次長  今村議員さんの質疑にお答えします。 

 附則のところで、「この条例の施行の際現に在職する」というくだりがござい

ます。これにつきましては、この２７年４月１日からこの法は施行されるわけ

ですが、現在の教育長が教育委員である任期の間は、今の改正前の従前の例に

より在職するということでございます。この場合において、今回の条例改正に

つきましては、今ほどの法令と同じように、現行の条例が適用されるというこ

とでございます。 

 以上です。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 
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佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結します。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第８号地方教育行政

の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

理に関する条例案は、文教民生常任委員会に付託いたしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第８号地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案は、文教民生常任委員会に

付託いたします。 

 日程第１０、議第９号豊郷町保育の実施に関する条例を廃止する条例案を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん、どうぞ。 

今村議員  議第９号豊郷町保育の実施に関する条例を廃止する条例案につきまして、こ

れは、子ども・子育て支援法と児童福祉法の改正によってこれをするというお

話でしたが、保育所関係業務が教育委員会に事務移行するという話を説明され

ておりましたけれども、これは現在の保健福祉課のしている仕事が教育委員会

に行くわけですが、この職員もまたそういう面で教育委員会で専任の職員とい

う形でこういった保育所の入所、また幼稚園の入所、学童保育もここに含まれ

るのかな、全部そういうのを専任で担当する職員さんが導入されるということ

を想定して、こういう廃止条例が出ているのかどうか、ちょっとそれだけ説明

をお願いいたします。 

保健福祉課長  議長。 

佐々木議長  神辺保健福祉課長。 

保健福祉課長  皆さん、おはようございます。今ほど、今村議員さんのご質疑がありました

けれども、全協の方でも説明させていただきました、教育委員会の方に保育所

の事務が移行すると、この説明をさせていただきましたが、それに伴っての人

事については長の職務権限のところにありますので、私どもは事務が流れると

いうことの説明をさせていただきましたけど、これから先はちょっと私どもの

方では説明しかねる部分と思いますのでよろしくお願いします。 

今村議員  議長。 
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佐々木議長  今村さん、どうぞ。 

今村議員  これは人事の問題ですから、保健福祉課じゃなくても人事の担当課の方から

でも、やはり大きな仕事が動くわけやから、事務事業としては。どういう方向

を考えているのかはちょっと説明いただきたいと思うんです。 

伊藤町長  議長。 

佐々木議長  町長。 

伊藤町長  今村議員さんの再質疑にお答えいたします。 

 事務量を精査した中で検討してまいりたい、こういう思いでございますので、

よろしくお願いします。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結します。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第９号豊郷町保育の

実施に関する条例を廃止する条例案は、文教民生常任委員会に付託いたしたい

と思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第９号豊郷町保育の実施に関する条例を廃止する条例案は、文教

民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１１、議第１０号豊郷町保育所設置条例の一部を改正する条例案を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  議第１０号豊郷町保育所設置条例の一部を改正する条例案につきまして。

第１１条は延長保育事業ということであるんですが、その中の４項で、「前項に

規定する延長保育料は、月額１,２００円を超えない範囲において規則で定め

る」と書かれているんですが、これは時間に関係なく月額１,２００円という延

長保育料が上限額だということで理解したらいいのか、もうちょっと具体的に

説明をお願いしたいと思います。 

 それから、第１２条の保育料または延長保育料の減免というのがあるんです

けれども、「町長は、特に必要があると認める場合は、保育料または延長保育料

の額を減額し、また免除をすることができる」と、その下に第２条の次に、次
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の２条を加えると書いてあるんですけれども、ここにつきましてももうちょっ

と具体的にこの１２条関係の中身について説明をお願いいたします。 

 そして、一番最後のページの附則のところなんですけど、附則の２で、「この

条例による改正後の豊郷町保育所条例（以下「新条例」という。）第７条第１項

の規定による申込みおよびこれに対する承認の手続、新条例第１１条第２項の

規定による申込みおよびこれに対する承認の手続その他の行為は、この条例の

施行の日前においても行うことができる」と。これは具体的な手順として、４

月１日施行以前にこういうことができますよということは、この業務をやるの

はどこがやるんでしょうか。保健福祉課がやるのか教育委員会がやるのか。ま

た、豊郷で保育所の入所で待機児童というのが発生したりしていますけれども、

今年度の状況では、待機児童の有無は今発生しているのか、そういうことも含

めて今の具体的な中身をちょっと説明をお願いいたします。 

保健福祉課長  議長。 

佐々木議長  神辺保健福祉課長。 

保健福祉課長  今村議員のご質疑にお答えさせていただきます。 

 まず、第１１条４項のところで、先ほど延長保育料月額１,２００円を超えな

い範囲の説明ということでしたけれども、これは全協のときにお話しさせてい

ただきまして、新の保育料は標準時間と短時間の２つできるということをご説

明させていただいたと思います。それの関係から、同じ年齢の同じ保育料のと

ころに枠が入るんですけれども、標準と短時間が２つできてしまいますので、

その場合、短時間の子が延長保育で標準時間と同じ１１時間までいた場合に、

それぞれ１時間に幾らという形での延長保育料を徴収させていただくことにな

ります。それが、仮に１時間５０円、１時間１００円という形で設定しました

ら、場合によっては、標準時間１１時間の子どもよりも上の金額にいってしま

う場合がありますので、ですから徴収する場合の最大の幅が１,２００円ですの

で、１,２００円の範囲でということをうたわせていただいております。それで、

それぞれの金額の同じ枠でしたら、その額を超えないことになっていきますの

で、それですから１,２００円を超えない範囲ということにしています。 

 それと次に、第１２条で減免の話でしたけれども、これにつきましては、保

育料の方は前年の収入に合わせまして、住民税の関係から金額が算定されてき

ますけれども、その年に働いておられる親御さんの大きな変化があって、支払

いができないとか、いろんな大きな事情が発生した場合には、必要として減免

もあるであろうということで、これはほかの項目でもよくうたっている内容で、

大きな変更に対しての措置ということです。 
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 それと、附則のところで２の準備行為として上げさせていただいている分で

すけれども、これにつきましては、申込みや承認の手続というのは今年の４月１

日から既にもう新制度での保育園の預かりが始まりますので、それから申込み

や承認の手続をするということは間に合いませんから、準備行為としてそれま

でに行うということをうたわせていただいております。 

 それと、待機があるかということでしたが、確か０歳で２人、２７年度はそ

ういう形であったかと思います。 

 以上です。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１０号豊郷町保育

所設置条例の一部を改正する条例案は、文教民生常任委員会に付託いたしたい

と思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１０号豊郷町保育所設置条例の一部を改正する条例案は、文教

民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１２、議第１１号豊郷町立幼稚園保育料条例の一部を改正する条例案

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木議員。 

鈴木議員  議第１１号について質疑を行います。 

 全員協議会でもお聞きしたのですが、保育料が施設の使用料に変わるという

ことで、その場合、この財産区分がどうなるのかという質問をさせていただい

たと思います。財務規則でも普通財産と教育財産に分かれておりまして、その

管理もこれに記されていますが、保育料であれば、それは教育財産になるんだ

ろうと思うんですが、公の施設の使用料となると、これが普通財産にカウント

されるのか、教育財産にカウントされるのかという質問をさせていただいたと

思いますが、いかがなんでしょうか。どちらでも。財産管理は総務企画課長と

なっていますので。 

総務企画課長  議長。 



2 － 14 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  ただいまの鈴木議員のご質疑ですが、幼稚園の方を問われているんですか、

保育料やなくて。 

鈴木議員  いや、幼稚園の保育料も公の施設料と変わるということになったでしょ。予

算措置の歳入もそうなっているわけじゃないですか、使用料って、雑入で。そ

うなると、保育料だったら教育財産なのはわかるけれども、公の施設の使用料

となれば、財産区分はどうなるのかなと。 

保健福祉課長  議長。 

佐々木議長  神辺保健福祉課長。 

保健福祉課長  済みません。お尋ねいただいているのは、幼稚園、保育園のその施設が教育

財産か普通財産かという話ですね。 

鈴木議員  財産区分。 

保健福祉課長  幼稚園につきましては教育財産、保育園については普通財産、教育委員会に

事務は移行しますけれども、施設の目的といいますか、福祉の部分で使うとい

うことから、その目的部分までは移行しませんので、保育園は普通財産で記載

されることになります。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

鈴木議員  結構です。 

佐々木議長  それでは、ほかに質疑がないようでありますから、これで質疑を終結いたし

たいと思います。 

佐々木議長  よろしいですか。 

議  員  はい。 

佐々木議長  お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１１号豊郷町立幼

稚園保育料条例の一部を改正する条例案は、文教民生常任委員会に付託いたし

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１１号豊郷町立幼稚園保育料条例の一部を改正する条例案は、

文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１３、議第１２号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案を議題

といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい、１０番。 
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佐々木議長  今村さん。 

今村議員  議第１２号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案で、町からいただい

た説明資料を読んでいて、ちょっとわからないところがあるので、まず説明を

お願いしたいんですけれども、１号被保険者の保険料基準額の算定式というの

は毎期あるんですけれども、今回は町としてはこの基準月額を６,０００円とい

う形で算定をされたんですけれども、そこに至る基準額の算定式の数値をちょ

っと教えてほしいんです。まず一番の基礎は、３カ年の費用額、これがまず幾

らなのか。そして、今回、５期は１号被保険者負担金は２１％だったのが、今

度は２２％になっていますので、その負担金が２２％というのがそれに乗じて

かかってくるわけですが、それに対して調整交付金相当額との差額というので、

全協でも説明がありましたが、豊郷の分でここにも書いてあったんですが、そ

の差額分は幾らなのか、その金額を教えていただきたい。 

 それから、うちの場合、最終的にそれを出していきながら、収納率やら、そ

れから所得段階別加入割合補正後被保険者数というので割るわけじゃないです

か。この所得段階別加入割合補正後被保険者数というのは、今回、計算したと

きには何人で、豊郷町の場合は計算しているのか、人数をちょっと教えてくだ

さい。そういう中で、１号被保険者の保険料基準額が月額で６,０００円という

のが町として計算しはったわけですので、金額を提示してください。 

 それから、今回は大幅な増額の条例改正なんですけれども、町が算出した保

険料の上昇要因、５期と比べて今回はうちの保険料は６,０００円ということ

は、１,３２０円でしたか、上昇するわけじゃないですか。だから、それだけア

ップをするための上昇要因と、それから、国が今回改定でやったことというの

は、介護報酬の引き下げもやりましたし、一方で、保険料の上昇抑制要因もあ

るわけじゃないですか。豊郷で上がった分の中の何が、どういうのが上昇要因

で、保険料の抑制要因と会計での抑制要因はどういうのがあるんやということ

で、それもちょっと具体的に説明をしていただきたいなと思っています。お願

いします。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをしたいと思います。 

 まず、３カ年の費用額につきまして、総額で申し上げます。３カ年の合計の

総額の費用額が１７億６,９９９万円でございます。それから、今おっしゃって

いただきました財政調整の６.３６との差額につきましては、計算にもう数分時

間がかかりますので、ちょっとお待ちいただいて、後ほどお答えをさせていた
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だきます。 

 加入割合につきまして、何人で想定したかということでございますけれども、

算定用人数という人数を全てを１に割り戻した、基準額に対する割合で０.５か

ら１.７まで今回、基準額に対する割合がございますけれども、その中で全て

を１として割り戻した場合の算定用人数といたしまして、３カ年で５,２３７名

を想定いたしました。 

 以上でございます。 

今村議員  上昇要因とか。 

医療保険課長  済みません、申しわけないです。上昇要因といたしましては、まず１番に考

えられることが、全員協議会の中でもご説明させていただきましたけれども、

今年度に入りまして、施設また訪問介護、それと通所介護等の部分で大幅な伸

びを示しているということが今後どうなるかという予測を、２４年度から２６

年度の推計を見ながらしていった場合に、やはり報酬改定があるものの１.４

から６ぐらいの伸びを想定しなければならないのかなという部分で考えたと

ころがやはり大きかったのではないかなと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

今村議員  抑制要因は。介護報酬マイナス改定部分はいくらなんですか。 

医療保険課長  介護報酬は２.２７％、全体で報酬改定があったにもかかわらず、やはり。 

今村議員  それは、５期とは違うわけやん、介護報酬総額がね。だから、６期ではそれ

も影響として人はどんだけ。上がるのもあるけど、下がるのもあるわけじゃな

い。その金額は幾らって試算しはったの。 

医療保険課長  金額の試算におきましては、その２.２７％で比率を掛けた段階での計算にな

っておりますので、今、金額としては出てまいっておりません。 

 以上です。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木君。 

鈴木議員  まず、何点か質問させていただいて、教えていただきたいと思いますが、１

つは６期で審議会に諮問されるわけですが、町としては審議会にどういう諮問

をされたのか、諮問の内容。例えば、町としてはもともと６,０００円でいきた

いということだったのか、いや、５,５００円だったのか。それが、どういう根

拠で、どういう内容で諮問をされたのか、審議会に諮問された内容をまず教え

ていただきたいと思います。 

 それから２つ目は、第５期の２４年度と２５年度の給付費の総額が出ている
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んですが、前回もそうでしたが、推計で結構ですので、２６年度給付費総額の

推計と第５期の給付費の総額、今、課長の答弁では給付費の伸びが大きな引き

上げ要因だということでしたが、その１.４から１.６で１７億６,０００という

ことになるんですが、そこをちょっと比較検討したいと思いますので、第５期

給付費総額がどれぐらいになっているのか教えていただきたいと思います。 

 ３つ目は、訪問介護と通所介護、昨日の一般質問でもございましたが、これ

が平成２９年度から外れるということで、町からいただきました介護保険料の

説明資料の中でも、平成２９年度からは外れているんですが、これが平成２８

年度で、例えば通所介護と訪問介護だけでおおよそ３５０万ほどになるんです

が、これはどこから支出をすることになるのか教えていただければと思います。 

 それから、引き上げ要因で、先ほど課長は給付の伸びの説明だけだったんで

すが、もう１つの大きな引き上げ要因は、この７５９万３,０００円の借り入れ

分が引き上げ要因になっておりまして、これを夕べ計算いたしましたら、これ

だけで１２０円の引き上げ分になっています。これだけでですよ。この借り入

れ分の７５９万の返済をどう考えているのか。とりあえずまずこの５点につい

てお願いをしたいと思います。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、鈴木議員のご質疑にお答えをしたいと思います。 

 まず、諮問内容でございますけれども、諮問内容につきましては、第５期の

現状、実績をもとに２６の推計の案を出させていただいた。その２６の推計の

案から伸びをいろいろとご議論いただいたということでございまして、保険料

につきましては、その給付費の推計等を勘案した中で、やはりそうい

う６,０００円というものが出てきたという思いでございます。 

 それから、２６の推計を合算しての金額といたしましては、給付費で申しま

すと、１５億４,１５０万４,８０３円でございます。その推計で出させていた

だきました。また、第６期の中での、移行するまでの訪問介護等の支出はどこ

からかということでございますけれども、その経過措置の間は、旧の介護保険

法の適用になるということから、現状のままということに想定をしております。 

 また、返済についての部分はどのようになるのかということにつきましては、

本来、返済の部分につきましては、第６期中の保険料の中に含めるということ

でございますので、この６,０００円の中に含んでおるということで考えており

ます。 

 以上でございます。 
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佐々木議長  再質疑ありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木君。 

鈴木議員  細部の計算の論議はまた違う機会に譲りますが、この借り入れ分について質

問をいたします。借り入れ分を３年均等で返すと、これだけでも１２０円にな

るんだと。これを一括返済すれば、これだけで１２０円減るわけですよ、町民

の負担が。私、昨日、県の介護保険室の医療福祉推進室の久門副主幹に電話を

してお聞きをいたしました。県の回答は、次のとおりでありました。「規定では３

カ年の均等返済になっておりますが、町から申し出があれば、一括返還はでき

ます」というのが、県の答弁でありました。ただし、平成２７年度からになっ

てからしてくださいよということでありました。つまり、年度当初に７５０借

り入れた分を県に申し入れをして、一括返済を４月にすれば、これだけで町民

の負担をとりあえずは１２０円減額することができるということであります。 

 説明をお願いしたいのは２点です。１点は、本来そういうことができるので

すから、７百ウン万の返済をせずに、一般財源からもともと繰り入れておけば、

そういうことは起こらなかったわけであります。担当者としては困ると思いま

す、確かに。どうするかということになれば、最終的に借り入れで措置をしな

さいという指示は町長から出たのか、副町長からだったのか、それを明らかに

してください。担当課長では無理だと思いますので、最終的な責任は町長にい

くのですが、具体的な事務的な日常の指示としてどういうことであったのか説

明をお願いできればと思います。 

 もう１点は、県は町からの申し入れがあれば一括返還可能と言っているわけ

です。繰り返します。一括返還すれば、町民の負担がこれだけで１２０円減り

ます。一括返還はするべきだと思いますが、どうか見解をお願いしたいと思い

ます。 

副 町 長  議長。 

佐々木議長  村西副町長。 

副 町 長  鈴木議員の再質疑にお答え申し上げたいと思います。 

 借り入れの関係でございますが、これについては介護保険法の保険料の算定

においては、当然、財政安定化基金からの借り入れについては、その部分をオ

ンして計算をするという形になっております。 

 それと、一般財源からという話もございますが、これは介護保険が始まりま

したのが、平成１２年度からの中で、いわゆる全国会議等の中でも当然、会計

上不足額を財政安定化基金の貸付金及び交付金で賄う仕組みになっているとい
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う形のもとになっております。今申し上げました、介護保険法の１２９条、そ

ういったもとを含めて、その中で借り入れを起こす。借り入れを起こしたもの

については、次期計画の中にオンをして算定をするということでございますの

で。 

 以上でございます。 

鈴木議員  借り入れの指示をしたのは誰か、一括返還するお考えはないのか、私の質問

は２点です。 

副 町 長  借り入れについては、先ほど言いましたように、当然、保険料財源としてな

ければ借り入れをしなければならないというのは、これは第５期計画中の措置

でございますので、それは当然の形の中で県の方に借り入れをお願いしなけれ

ばならないということで指示はいたしております。 

 それと、一括返還につきましては、県の方と含めた中で次期計画の中でどう

するか協議をしなければならないと思います。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木君。 

鈴木議員  まず、もう１回言っておきますけど、私、昨日お名前まで言うてるんですよ。

医療推進室の久門さんという方、副主幹に電話をして、町から申し出があれば

結構ですとおっしゃったと言うたんです。協議をするまでもない。だから、す

るべきではないかと私はお尋ねをしているんです。それだけで町民の負担

が１２０円減るんですから。もう一度、説明をお願いしたいと。 

 それから、多分、副町長はそういうふうにお答えするだろうと思ったので、

資料を用意いたしておりました。介護保険への一般会計からの繰り入れは可能

だと国会での議事録に答弁をされております。２００２年３月１９日、日本共

産党の当時の井上美代参議院議員が、副町長が言われた３つの原則は、地方自

治法の何に当たるのかと。これは、国の関与の助言または勧告に当たると。「助

言もしくは勧告の場合は、自治体はそれに従う義務があるのか」というのに対

して、政府参考人は「法律上の義務はない」と答えております。最終的に、当

時の坂口厚生労働大臣は、その当時でもう自治体の中でこの国の指示を含めて

一般財源から繰り入れて介護保険を減額している自治体が１００以上もう既に

存在すると。最終的には、国は奨励をしているわけではないけども、自治体の

主体性を尊重しているということでした。 

 つまり、一般財源からの繰り入れはしてはならないというような規定ではあ

りません。これは、国会の議事録に載っています。これに従って、この当時で

既に１００以上の自治体が一般財源からの繰り入れで、町民の負担を軽減して
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いるわけですから。ここで言っているのは、一般財源からの繰り入れをしなさ

いということは言っていないです。とりあえず、借り入れた７５０万を一括返

済、県もできると言っているわけですから。これをすぐに行って、当面はこれ

だけでも１２０円の町民の負担を軽減してはいかがかと、するべきではないか

と私は考えるのですが、説明を求めたいと思います。できる言うてるやん、あ

んたの説明、通用しいひんで。 

副 町 長  議長。 

佐々木議長  村西副町長。 

副 町 長  再々質疑にお答えいたしたいと思いますが、できるという形で県の方がされ

ているとおっしゃいますが、その財源はどこから生むんですか。一般財源とい

いましても、当然、介護保険法の中で、指導等で示されているように、パーセ

ンテージも示されています。それと、保険料も３カ年の中で一括して入るなら、

次の２７年度中に一遍とりあえず先でも払いましょうかということができます

けど、保険料はそれぞれの中で年度ごとに入ってくるわけなんですから。だか

ら、その財源をどういうぐあいに措置するのかいうことがまず１点、どうすれ

ばいいか。 

 それと、１２０円なら１２０円、とりあえず軽減できるということで、どこ

で軽減できるんですか。借り入れした分については、第６期の中にオンしなさ

いと。そしたら、第５期中でそれは一般財源で補填して、それで精算してきな

さいという理論なんですか、そういうことですか。第５期中で精算しなさいと

いう理論なんですか。そういうことでしょ。ちょっと待ってください。 

鈴木議員  議長、特別発言を認めてくさだい。私の質問がわからないというんだから、

私申し上げます。 

副 町 長  わからないというよりも。 

佐々木議長  副町長。ちょっと反問してはいけませんので、反問権ありませんので。一応、

答弁だけしてください。 

副 町 長  当然、財源をどうするかという問題がまずあるかと思います。 

 以上です。 

佐々木議長  ３回質疑をしていただきましたけど、もう１回しはりますか。どうですか。 

鈴木議員  許可していただけたら、もう１回。 

佐々木議長  そしたら、特別に。 

鈴木議員  私は、質疑ですから、どうですかとお尋ねしているだけです。副町長の今の

説明は、私に言わせれば非常に感情的で、私の質疑に私は冷静に申しています

よ。昨日、県に確認をしたんです。こういうことになりますが、この分が保険
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料に引き上げになっているのですが、この分の返済はどうですかと、可能です

かと、可能ですと。年度当初に町から申し出があれば、返済をしていただいて

も結構ですというのが県の回答であったと。私が聞いているのはそれだけです。

だから、その財源をどうするのかとか、１２０円どこで引き下げるとか、そん

なことではない。７５０万、年度当初に返還すれば、副町長がそんなことをし

たか心配ですが、第５期なのか第６期なのかって、第６期の保険料にはね上が

っているわけでしょ、違いますか。訂正してくださいよ、それは。だから、年

度当初に一般財源で返済をしてはどうですかと。一般財源からの返済も今、国

会の議事録を紹介しましたが、禁止されていませんよ。既に数百の自治体でそ

ういうことをやっておられますよと。町長が昨日述べておられた町民の命や暮

らしや財産をという点で言えば、そういう措置をされてはいかがなものかと、

私はお尋ねしたいだけですから、冷静にお答えをお願いいたします。 

副 町 長  議長。 

佐々木議長  村西副町長。 

副 町 長  年度当初に一般財源で、言うなれば立てかえをしてでも払ってはどうかとい

うことでございますが、その部分については、私は担当の方からも、県の推進

室ですか、そこに私自身も照会しておりませんので、担当課の方から照会した

中でどういった方法ができるのか含めて研究してまいりたいと思います。 

鈴木議員  もう１回言うてください、副町長。昨日、私の名前で聞いていますから。 

副 町 長  だから、鈴木議員の方は照会されてできるという回答でございましたが、町

の方も照会をいたしまして確認をするということでございます。そういった中

で、どういった方法ができるのかということですので、そういうことでご理解

いただきたいと思います。 

佐々木議長  それでは、ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１２号豊郷町介護

保険条例の一部を改正する条例案は、文教民生常任委員会に付託いたしたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１２号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案は、文教民

生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１４、議第１３号豊郷町包括的支援事業の実施に関する基準を定める
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条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１３号豊郷町包括

的支援事業の実施に関する基準を定める条例案は、文教民生常任委員会に付託

いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１３号豊郷町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例

案は、文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１５、議第１４号豊郷町指定介護予防支援等の事業の人員および運営

ならびに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１４号豊郷町指定

介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例案は、文教民生常任委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１４号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１６、議第１５号豊郷町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１５号豊郷町指定
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地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例案は、文教民生常任委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１５号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１７、議第１６号豊郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案を議題といたし

ます。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１６号豊郷町指定

地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例案は、文教民生常任委員会に付託いたしたいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１６号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１８、議第１７号豊郷町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１７号豊郷町指定

地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運営ならびに指定地域

密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例案は、文教民生常任委員会に付託いた

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 
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佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１７号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第１９、議第１８号豊郷町営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正

する条例案を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１８号豊郷町営土

地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例案は、総務産業建設常任委員

会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１８号は総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第２０、議第１９号豊郷駅コミュニティ施設の指定管理者の指定につき

議決を求めることについてを議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

西山議員  議長。 

佐々木議長  西山君。 

西山議員  議第１９号豊郷駅コミュニティ施設の指定管理者の指定につき議決を求める

ことについて。これに対しまして３年前の募集要領と今回の募集要領の内容の

説明をお願いしたい。３年前も２１０万、これ消費税込みと思うんですけども、

今回も２１０万、消費税が８％になっているのに２１０万いうのはどういうこ

とかということで、シルバー人材で働いている方はこれで助かるんですけども、

なぜこの町の発注に消費税が上がっていないのか、それだけちょっと説明して

ください。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  西山議員のご質疑にお答えいたします。 

 金額２１０万円が同額ということでございます。当然、この中には電気代な

り、ほかの維持費がございますが、全てが消費税に関連するものではございま

せんし、実績額がございますので、違うところで使用が減っている場合につい

ては賄えるということもございましたので、同額とさせてもらったものでござ
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います。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

今村議員  議長。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  それでは、議第１９号。募集をされたということですので、募集したときの

事業内容はどういう内容で募集したのか。それと、応募された業者、またそう

いう団体というのは、何件あったのか、ちょっとそれを説明してください。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  今村議員のご質疑でございますが、募集しました業務の内容でございますが、

これにつきましては、駅の清掃ということで、週３回ということ。もちろん、

朝に鍵を開けまして、夕方に鍵を閉めていただきます、この施錠を毎日してい

ただく業務。それと、駅周辺の清掃、そういったものを上げさせていただいて

おります。 

 それと、募集につきましては、平成２６年１２月９日から１月１９日の間、

募集期間ということで募集をさせていただきました。応募がございましたの

は１件ということで、今回のシルバー人材センターのみでございます。この間、

電話の問い合わせが１件ございまして、それにつきましては、名前は言われな

かったんですが、現在の管理をされている団体名といいますか、管理者の名前

を教えてくださいという電話の問い合わせがございました。当然、現地説明会

も設けさせていただきましたが、それには参加をしていただく方はなかったと

いうことでございます。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第１９号豊郷駅コミ

ュニティ施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについては、総務産

業建設常任委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第１９号は総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 暫時休憩をいたします。１０時２０分まで休憩をいたします。 

（午前１０時１１分 休憩） 

 



2 － 26 

（午前１０時２３分 再開） 

佐々木議長  再開いたします。 

 日程第２１、議第２０号平成２６年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）を

議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

鈴木議員  議長、４番。 

佐々木議長  鈴木さん。 

鈴木議員  昨日、議会に提案されました定期監査執行記録の１２月１９日分には、次の

ように書かれております。「担当課の所管する事務以外の科目から、事業費が支

出されている事例が見受けられた。また、その事業費を次の補正予算で計上し、

議決後に振りかえを行う」とのことであった。議決されていないのに使われて

いるということでありますが、「本来、事業を実施する前に補正予算を組むか、

予算流用で対応して、予算確保を図ることである。この事例は不適切な行為で

ある。今後、このようなことを二度と起こすことのないよう指摘しておく」と

いう指摘事項があります。監査委員の皆さん、非常にご苦労さんできちっと監

査をされているというのが、この指摘事項から見ても読み取れますが、どうい

うことであったのか、西澤監査委員の方から１つはご説明を願えればと思いま

す。 

 もう１点は、これをそのまま読みますと、こういうことをやられた事業費を

次の補正予算で計上となっていますから、これが１２月ですから、昨日、私が

これをもらったところですので、１２月の監査で次の補正予算となれば、今回

のこの補正予算になるのかなと思うんですが、その項目がこの補正予算でどこ

に上がっているのか、これは総務企画課長の方から答弁をお願いいたします。

指摘された事項が次の補正予算ということですから、どこに上がっているのか

ご説明をお願いいたします。 

西澤博一監査委員  ３番、議長。 

佐々木議長  西澤博一監査委員。 

西澤博一監査委員  今、鈴木議員の方から監査のことについて指摘されたことについて、まずも

ってご報告をさせていただきます。 

 まず、毎月、例月検査を行っております。この日は、１２月１９日に監査を

いたしました。この監査指摘事項については、合議をもって記載されているこ

とでございます。その件について、内容等は担当課で聞いていただいたら結構

とは思うんですけれども、まず中において、案件は旧豊小の復元をするという
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フィルムが出てきました。その中で、１２月議会の補正の中で確か９０万か９５

万の予算が上がっていたと思います。しかしながら、監査をしていた結果、記

憶は定かではないんですけれども、１０月に団体名は覚えていませんけれど、

契約を結び、１２月に執行されたようなことが記載されておりました。それを

代表監査委員と協議しました結果、このような指摘事項をさせていただいたと

ころでございます。 

 以上でございます。 

佐々木議長  ご苦労さまです。このことについて、村田総務企画課長。 

総務企画課長  鈴木議員のご質疑にお答えさせていただきます。 

 今、監査委員さんの方からご報告がありましたように、内容につきましては、

豊郷小学校の１６ミリフィルムでございます。これにつきましては、立命館大

学の方にその映像が使用できるか、復元できるかどうかということがございま

して、それを専門知識を含めた中で復元をしていただこうということがありま

した。それで、予算はその当時ございませんでしたので、いろいろ議論した結

果、そのフィルムが間違いなく使える場合であれば当然、今後、事業が成り立

つかなというように考えたんですが、そのフィルム自体が復元できない場合に

ついては、今後の事業が継続できないということもございましたので、私ども

総務費の電算管理費の方で、その復元のデジタル化というようなことで、まず

は支出をさせていただこうということで、予算を考えたわけです。ところが後

になりまして、それが復元できるということになりましたので、そうしました

ら、今後の事業の継続性なり、また新たな事業が生まれますので、そういった

ことから１２月の補正予算で計上を改めてさせていただいたということでござ

います。 

 それで、補正予算を早くすればよかったんですが、これについては大学等の

方の兼ね合いもありまして、時期的に問題がありましたので、早くする必要が

ございましたので、そういったことをさせていただいたということでございま

す。その取り扱いにつきましては、監査委員さんの方からご指摘を受けたとい

うことでございます。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木議員。 

鈴木議員  非常に重要な問題、これも財務規則違反ですよね。財務規則では、流用につ

いては、歳出予算の目相互間の流用はできないとなっています、財務規則は。

とりあえずそれをやったということですよね。それから、１２月の補正でこれ

はもう既に計上されていたということですか。そういう説明はなかったですよ
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ね、１２月の補正で。 

 とりあえず、まず資料の提出を求めますが、先ほどの監査の報告でもそうで

すが、１２月に契約をして、１２月に執行したと。その執行が総務費から、こ

れはフィルムですから、これは何課の担当になるんだろう。産業振興課ですか。

産業振興課の対象になるものを支出していたと。それを１２月の補正で通った

から、今度はその振りかえしたやつを元に戻しているということになるんです

が、その一連のその調書を議会に提出をまずお願いしたい。非常に重要な問題

だと思いますので。その説明なかったでしょ、１２月補正のときに、実はこれ

はこうこうですと。本来こうなんだけども、今、説明にあったような流用をし

ますと。これは背信行為です、議会に対する。とりあえず、資料の提出を、暫

時休憩して資料の提出をしてください。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  鈴木議員の再質疑でございますが、資料については休憩中に提出をさせてい

ただきたいと思いますが。ただ、流用ではなくて、私どもの課でとりあえず支

出負担行為をおこさせていただいたということでございます。 

鈴木議員  だから、とりあえず今、休憩して出して。資料を出してもらったら、その資

料に基づいて質疑をするから。 

総務企画課長  資料といいましても、財務会計の支出関係しか出てこないと思いますので、

そういうことで了解なら、お出ししたいと。 

佐々木議長  それでは、資料が整うまで、暫時休憩いたします。 

（午前１０時３２分 休憩） 

 

（午前１０時５５分 再開） 

佐々木議長  それでは、再開いたします。休憩前に引き続きまして、資料の提出があり次

第、再開するということになっていますので、再開いたします。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木君。 

鈴木議員  資料の提出をいただきました。これを見ると、明らかですが、総務費の目電

子計算管理費が、目の観光費で支出していたということです。これを見ればね。

私が先ほど指摘したのは、流用ではないとおっしゃいましたけど、歳出予算の

目相互間については、特にやむを得ない場合のほかは流用することができない

というのが財務規則の第１６条にあるんですね。明らかに総務費の、これは誰

が見ても電子計算管理費と観光費、目が違いますから、こういうことができる
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のかどうか、ひとつお尋ねをしたい。こういうことができるのか、財務規則で

はこういうことが許されているのかどうか。目相互間は禁じられていますが、

どうなのかと、これはお聞きをしたい。 

 それから、何よりもその事業費を次の補正予算で計上し、というんです

が、１２月議会で既に計上されていたんですね。１２月予算で計上されていた

として、これは１月１５日、振替命令書を出して、元に戻したということです

よね。そうすると、例えば監査委員のこの指摘がなければ、我々は何もこうい

うことが行われていたということを何も知らないうちに通ったということにな

りますよね。悪い言い方をすれば、ごまかしても通るやろと、非常に俗っぽい

言い方をすれば。そういうやり方は許されないと思いますよ。１２月の補正予

算のときに、そういう説明をなぜしなかったのですか。黙っていたらわからん

ということですか。それか、さっき私が言った、議会に対する冒瀆ではないか

ということでありますが、なぜ説明をしなかったのか、きちっと議会に対して

説明をしてください。こういうことをやりながら、なぜこの観光費のこれはこ

ういうことなんですというのをやらなかったのか。 

 ３点目は、この起案は川並さんとなっていますが、総務企画課ですね。総務

企画課の方で起案されているんですが、予算としてはこれは観光費は産業振興

課ですよね。これは産業振興課の起案じゃなしに、どうして総務企画課の起案

になったのか。事業担当課は産業振興課ですよね。今回も一般会計でも観光費

はちゃんと産業振興課の方から上がっていますよね。これは、事業担当の産業

振興課ではなしに、総務企画課の起案になっているんですが、なぜそうなった

のか。とりあえず、この３点、最後ですので、説明をお願いします。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  鈴木議員の再々質疑でございますが、今、お手元の方に３枚の資料をお渡し

させてもらいました。まず、総務費の方で１０月２８日に、この５９

万４,０００円を負担行為ということで起こさせていただきました。これは、

担当課の方でどうしても急ぎたいというような内容でございましたので、先ほ

ど説明しましたように、電算管理費の方で支出負担行為を行わせていただいた

ものでございます。 

 １枚目の裏の方に、その当時の契約書を添付しております。これは、相手さ

んが立命館大学ですので、契約の第２条のところに、契約後３０日以内に一括

納付するという契約でございました。当然、学校の都合だと思いますが、そう

いう契約に基づいて、２枚目ですが、１１月１０日に、この支出命令書を処理
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しまして、実際には１１月２５日に支払いをさせていただいたと、５９

万４,０００円のお支払いをさせていただいたということでございます。 

 その後、１２月議会で商工費のところで５９万４,０００円の補正をいただい

たということになります。その後に、補正後ということで、一番最後ですが、２７

年１月９日付で振替命令ということの処理をさせていただいたというものでご

ざいます。 

 先ほど、鈴木議員の方から町の財務規則の１６条を言われましたが、私ども

は財務規則の第７８条がございまして、ここには振り替えということが載って

おりますが、それを使っての振り替え処理をさせていただいたということでご

ざいます。 

 １２月議会で説明をなぜしなかったかということでございますが、私は説明

はしてはございません。説明できていなかったことについては、大変申しわけ

ないと考えております。 

鈴木議員  大変申しわけないじゃ、済まんで。それで済むなら、何でもできるやんけ。 

佐々木議長  よろしいですか。 

鈴木議員  ３回ですので。これはこれで終わります。 

佐々木議長  それでは、ほかに質疑ありませんか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  議第２０号平成２６年度豊郷町一般会計補正予算で、まず、１１ページの歳

入のところで、農地費分担金で、土地改良事業費分担金２５０万、地元分担金

というのは、どこの分担金なのか説明してください。 

 それから、１２ページの国庫補助金の中の目２の民生費国庫補助金、ここで

臨時福祉給付金給付事務費補助金や臨時福祉給付金給付事業費補助金、その下

で子育て世帯臨時特例給付金給付事務費補助金、子育て世帯臨時特例給付金給

付事業補助金、それぞれ減額ですが、どういう実施状況だったのか説明をお願

いいたします。 

 それから、１３ページの基金繰入金の中の目５０の減債基金繰入金

で、３,４８９万１,０００円の減債基金繰入金が減額補正になっていますが、

これはどの部分の減債基金の減額をされたのか説明してください。 

 それから、１４ページの諸収入の項５の雑入のところで、自治体クラウド・

モデル団体支援事業助成金配分金ということで２６０万３,０００円、これはど

こから配分金が入るのか説明してください。 

 次は、１８ページの項２の児童福祉費、目１の児童福祉総務費の中で賃金の



2 － 31 

臨時職員の賃金が１９０万減額ということで、この減額の中身を説明してくだ

さい。 

 それと１９ページも、愛里保育園の施設費の中で、報酬が保育士で３９３

万６,０００円減額、これも説明してください。また、その下の方の衛生費の中

でも、目１の保健衛生費で助産師の２８８万減額、報酬が、これも中身を説明

してください。 

 それから、２１ページの農林水産業費の中で、農業費の目３の農業振興費で

経営開始型青年就農給付金ということで３００万ありますが、これは何ていう

方にどういう形で給付はされるのか人数等、どういう方なのかも説明してくだ

さい。そして、農地費のその下に工事請負費で２,２００万の維持補修費の中身

を説明してください。 

 そして、２２ページも款８の土木費の中で、土木総務費の賃金で１２１

万８,０００円、臨時職員賃金がこれも減額補正されています。これはどういう

減額になっているのか。それと、項２の道路橋梁費の中で、１、道路維持費の

委託料で除雪委託料２５８万３,０００円、増額補正されていますが、これはど

ういうことに増額をして使うのか説明してください。 

 以上です。 

保健福祉課長  議長。 

佐々木議長  神辺保健福祉課長。 

保健福祉課長  今村議員さんのご質疑にお答えさせていただきます。 

 最初に１２ページ、歳入のところで、民生費国庫補助金で臨時福祉給付金の

事務費補助金、そして給付費の事務費補助金、その下に子育て世帯の臨時給付

金の事務費補助、そして、給付補助の減額が上がっているので、実施状況をと

いうことでしたので、臨時福祉給付金につきましては、発送させていただいた

件数が１,０６４件です。そのうち、受け付けでなりましたのが７４０件でした

ので、率としまして６９.５４％が臨時福祉給付金の方で事業実施をしました。

その関係で、その残っておった分につきましては、今回、予算としておとさせ

てもらったというものです。 

 それと、子育て世帯の臨時給付金の方ですけれども、こちらにつきまして

は、５４７件に送りまして、５１０件が受け付け、９３.２３％の実施率という

ことでした。 

 それと、１８ページのところで、項の児童福祉費の児童福祉総務費の賃

金１９０万の減額、臨時職員賃金でしたけれども、こちらにつきましては、学

童保育の指導員さんの予算をみておりまして、予算上は１０名でみておりまし
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たが、実質９名で２６年度の対応ができましたので、予算１名分の減というこ

とになります。 

 それと、１９ページの愛里保育園のところですが、報酬、保育士で減額

の３９３万６,０００円ですけれども、こちらの方も当初予算の時点では嘱託保

育士の人数が計上しておったよりも２名減で運営ができたと。その２名につき

ましては、賃金の方の予算で対応した保育士さんであったということから、嘱

託の方でみておりました報酬については、今回、減額をしたものです。 

 以上です。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  今村議員のご質疑でございますが、まず、１３ページの下から２つ目にござ

います繰入金の基金繰入金のうち、減債基金繰入金のことでございますが、こ

れにつきましては、平成２２年東びわこ農協から借り入れを行いました。これ

は、臨時財政対策債でお借りしましたものを償還するということで、借りまし

た利率は１.１８％で借りております。それの繰上償還を行うというものでご

ざいます。 

 その次、下の１４ページの中ほどですが、雑入のうち総務費雑入の自治体ク

ラウドのモデル団体支援事業助成金配分金２６０万３,０００円でございます

が、これにつきましては、６町で現在クラウドを進めておりますが、その今後

のクラウドに発生する経費がございますが、その経費に対しまして地方公共団

体情報システム機構というところから、今回この配分金を受けたものでござい

ます。これにつきましては、６町合わせて総額３,０００万円の配分金と聞いて

おります。それで、事務局をしております愛荘町の方で今後の支払いの割合に

応じまして算定されましたのが、２６０万３,０００円ということで計上をさせ

ていただきました。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをいたします。 

 私の方からは１８ページ、款４衛生費の保健衛生費の報酬のところで、２８８

万円の減についてご説明をさせていただきます。この２８８万円につきまして

は、当初、助産師の採用を予定しておりましたが、急きょ、育休明けで保健師

が１名復帰をいたしましたので、その分が不要になったものでございます。 

 以上でございます。 

産業振興課長  議長。 
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佐々木議長  土田産業振興課長。 

産業振興課長  それでは、ご質問にお答えいたします。 

 まず、ページ数は１１ページの分担金の２の農地費分担金としまして、地元

分担金としまして、２５０万上がっておりますが、これは四十九院にございま

す砂山池改修工事に伴います地元分担金として１０％を計上しております。 

 続きまして、ページ数は２１ページの６、農林水産業費の農地費の中で、３

の１９、負担金、補助及び交付金３００万に関しまして、経営開始型青年就農

給付金としまして、これは大字吉田におられます２名の方に対して交付するも

のでございます。１件当たり１５０万で、２名で３００万を計上しました。 

 続きまして、その下の４の農地費、１５工事請負としまして、これは先ほど

申しましたように、四十九院にございます砂山池の工事費でございます。 

 以上でございます。 

地域整備課長  議長。 

佐々木議長  夏原地域整備課長。 

地域整備課長  地域整備課より、２２ページの土木費、土木総務費の賃金でございますけれ

ども、これにつきましては、見回り隊３名を雇用させていただいたんですけれ

ども、８月をもって１名の方がおやめになられたということで、それの減でご

ざいます。 

 そして、道路橋梁費の除雪委託料でございますけれども、年末年始にかけま

して、相当雪が降りまして、予算がこのままではオーバーするという見込み

で８６万１,０００円の３回分を補正で上げさせていただいたところでござい

ます。 

 以上でございます。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようでありますから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２０号平成２６年

度豊郷町一般会計補正予算（第５号）は、予算決算常任委員会に付託いたした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２０号平成２６年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）は、予

算決算常任委員会に付託いたします。 

 日程第２２、議第２１号平成２６年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正
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予算（第３号）を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  議第２１号平成２６年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算につきま

して。 

 まず、５ページに款７共同事業交付金、項１共同事業交付金ということで、

目１の高額医療共同事業交付金、また目２の保険財政共同安定化事業交付金、

補正をされてそれぞれ２,５２９万５,０００円と１億１２１万４,０００円と

あるんですけれども、それぞれ交付した件数を説明していただけますか。 

 それと、その６ページの下の方に基金繰入金で国民健康保険運用基金繰入金

ということで、補正マイナスで２,８６２万７,０００円、繰り入れは０になっ

ているんですけれども、今これで繰り入れ０ということで、この繰り入れしな

かったこの時点で、平成２６年度の直近の現在高を、金額だけ言うてください。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをいたします。 

 まず、高額療養費の交付金と共同事業の交付金につきましては、これは総額

に基づき県の試算によるものでございますので、件数というものについては把

握をしておりません。 

 それと、基金の件でございますけれども、国民健康保険の基金状況の今年度

末の推計といたしましては、３,０３７万２,８５４円が年度末残高として想定

しております。 

 以上でございます。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようでありますから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２１号平成２６年

度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、文教民生常任委員

会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２１号は文教民生常任委員会に付託いたします。 
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 日程第２３、議第２２号平成２６年度豊郷町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２２号平成２６年

度豊郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、総務産業建設常任委員

会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２２号は総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第２４、議第２３号平成２６年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２３号平成２６年

度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、総務産業建設常任委員会

に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２３号は総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第２５、議第２４号平成２６年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  議第２４号平成２６年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算につきまして。 

 まず７ページの項２の基金繰入金というところで、介護給付費準備基金繰入

金、これが補正額５万３,０００円ということで３８５万９,０００円、繰り入

れという形になっていますが、この３８５万９,０００円繰り入れた後の介護給
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付費準備基金繰入金の現在高は幾らになるのか説明してください。 

 そして、９ページの項４の高額介護サービス等費ということで、目１の高額

介護サービス費の高額介護サービス補助金というのが今回補正で上がっており

ますが、７１万９,０００円。これは、どこに対してどういう人数での補助金な

のか説明してください。また、その下の特定入所者介護サービス等費の中で、

特定入所者介護サービス費につきましても、１００万２,０００円上がっており

ますが、どこの施設で人数的にどういう中身なのか説明してください。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをいたします。 

 まず、基金の状況でございますけれども、基金は今回の補正をしまして残高０

でございます。その足らない部分についてを借り入れたということでございま

すので、ご理解のほどお願いをいたします。 

 また、その次の高額介護サービスの部分と特定入所者の介護サービスの部分

につきましては、ちょっと件数等、把握ができておりませんでしたので、後日、

委員会の方でご説明をさせていただきたいと思いますので、ご理解のほどよろ

しくお願いをいたします。 

佐々木議長  今村さん、委員会の方でよろしいですか。 

今村議員  はい、いいです。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようでありますから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２４号平成２６年

度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、文教民生常任委員会に

付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２４号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第２６、議第２５号平成２７年度豊郷町一般会計予算を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん。 
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今村議員  平成２７年度豊郷町一般会計予算につきまして、最初１５ページの款９の地

方交付税、目１地方交付税の普通交付税ならびに特別交付税、増額予算になっ

ております。この増額の理由、今回の特徴として説明をお願いいたします。 

 そして、２６ページの貸付金元利収入の中で、目３の住宅新築資金等貸付元

利収入、今年度は９１２万、持家住宅建設資金も含めてありますが、残りの町

の債権はどれだけあと残っているのか説明してください。 

 そして、３２ページの総務管理費の中の一般管理費で、７番の賃金１,３７３

万８,０００円、臨時職員の賃金ということでここに計上されています。これに

ついて、人数と、どこの課に臨時職員が配属されるのか、その内訳推計を説明

してください。 

 それから、３５ページのここに企画費の中で、３５ページの１３番委託料で、

地籍調査委託料１,３８６万８,０００円、この地籍調査委託料の、この新年度

における取り組みはどういう状況でやるのか内容について説明をお願いします。

それから、８番の諸費で、１９番負補交の中で、犬上郡町村会会費６９

万８,０００円と予算が上がっているんですけれども、町も数は少なくなってず

っと犬上郡だけ残っているんですけれども、この６９万８,０００円の支出はど

ういう中身で、これは必要性があるのかどうかちょっと説明をしていただきた

いと思います。 

 次は、７２ページの中で道路橋梁費並びに河川費の中で、それぞれ工事請負

費が道路橋梁費では７,２６５万４,０００円、また河川新設改良費でも、字要

望河川整備事業費が１４９万７,０００円、概略説明をお願いします。 

 そして、次は７６ページの災害対策費の中なんですけれども、これはちょっ

と以前に町としては放射能対策に対して放射能測定器を確か購入したんじゃな

いかなと思うんですけれども、町としては放射能対策の測定器をどこに配置し

て、どういう計測をしてやっているのか、ちょっとその実態の説明をお願いし

たいと思います。 

 以上です。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 まず、１５ページの下になります、地方交付税のことでございますが、今回、

普通交付税で１０億８,０００万円を計上させていただいております。これにつ

きましては、今年度が１１億ほどと今の段階では算定をしておりますが、それ

より若干減るかなということで、今回この金額を上げさせていただきました。 
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 特別交付税につきましても、現在は入っておりますが、６３７万１,０００円

でございます。３月に特別交付税が入ってくるということになりますが、これ

につきましても、昨年と比較しまして、２億７,６００万円ということを計上さ

せていただきました。 

 次、３５ページでございます。諸費にございます犬上郡町村会の会費という

ことで７２万円を計上している分でございますが、これにつきましては、昨年、

若干の改定がございましたので、計上させていただいていますが、支払いにつ

きましては、当然、郡から県に納めます負担金も含まれておりますし、郡の町

村会独自で事業を行う経費等をみておりますので、当然、この金額につきまし

ては必要と思っております。 

 済みません、飛びました。戻りますけど、申しわけございません。３２ペー

ジの上の方の賃金の１,３７３万８,０００円ということでございますが、この

金額につきましては、８人分の予算を計上しております。現在おられます総務

企画課２人、産業振興課２人、住民生活課１人、地域整備課１人、会計室１人、

保健福祉課１人ということで予算をみさせていただいております。それと、こ

の中には当然、通勤手当等も含まれているということでございます。 

 それと、７６ページの災害対策のところでお尋ねがございました放射線の計

量でございますが、これについては既に購入をしております。測定につきまし

ては、月の１５日とはじめということで、大体、月２回測定をしております。

測定しますのは、別館の玄関のところで、大体高さ１メートルぐらいのところ

に置いて測定をしております。その数値につきましては、町の広報の方で公表

をさせていただいているということでございます。 

人権政策課長  議長。 

佐々木議長  鈴木人権政策課長。 

人権政策課長  それでは、私の方から２６ページ、貸付元利収入の３番、下ほどです。資金

等の貸付元利収入の人数の関係でございます。今年２６年当初、３５名いらっ

しゃいましたけど、２人の方に完済していただきましたので、現在は３３名の

方が貸付の人数でございます。 

 以上でございます。 

地域整備課長  議長。 

佐々木議長  夏原地域整備課長。 

地域整備課長  それでは、今村議員のご質疑の、まず地籍調査の関係でございます。３５ペ

ージの地籍調査委託料１,３８６万８,０００円でございますけれども、これに

つきましては、大字雨降野と大字四十九院でございまして、雨降野につきまし
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ては、今年度、机上での調査を終えまして、来年度は現地の立会等の委託料と

いう形でみさせていただきまして、あと四十九院につきましては、本年度、雨

降野で行いました机上につきましての調査関係の委託料を見込みまし

て、１,３８６万８,０００円という形になっております。 

 続きまして、道路橋梁費でございますけれども、７２ページです。工事請負

費７,２６５万４,０００円でございますけれども、各字の要望道路整備事業に

つきましては、２本で２５７万９,０００円分、交通安全施設整備事業につきま

しては、約１,５００万で２路線をみております。そのほか、町道道路整備事業

としまして、１３本の整備事業を計上させていただいております。大半が字要

望になっております。 

 それと、７２ページの河川費の工事請負費でございますけれども、これにつ

きましても１０路線の字要望が出ておりまして、これの１４９万７,０００円の

計上となっております。 

 以上です。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木君。 

鈴木議員  この主要施策の概要で、新規並びに拡充については継続事業のうち、事業費

及び対象範囲が拡大したものということでありますから、昨年度も質問したん

ですが、なかなかこの予算書を見ているだけではあちらこちらの予算書から集

めてきて、この額になっているということで、去年もわかりませんでした。そ

れをわかりやすくしてほしいというお願いをしておいたと思うんですが、変わ

っておりませんので。 

 まず、総務企画課では、拡充の先人の遺徳を学ぶ事業、定住自立圏公共交通

事業、自治振興事業並びに電子計算管理事業。税務課はありません。地域整備

課では、交通安全施設整備事業、安全・安心住環境整備支援事業、耐震改修促

進計画見直し業務、町道整備事業。だぶっているところがあったらごめんなさ

い。住民生活課では、火葬場解体事業、美化推進対策事業、生ごみ減量堆肥化

推進事業、じんあい処理事業。医療保険課では、健康増進推進事業。人権政策

課では、改良住宅譲渡推進事業、社会資本総合整備事業、それから隣保館相談

機能強化事業。産業振興課では、環境こだわり農産物支援事業、世代をつなぐ

農村まるごと保全向上対策事業、環境保全型農業直接支援対策事業、商工振興

事業、１６ミリはもういいです、わかりましたので。保健福祉課では、災害時

要援護者支援対策事業、彦根犬上緊急通報システム事業、敬老祝賀事業、学童
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保育事業、出産祝金事業。教育委員会事務局では、要保護準要保護児童生徒援

助事業、小中学校外国語活動推進事業、公民館事業並びに武道館改修事業。 

 今、申し上げましたのは、新規の事業かもしくは事業費が前年度から増額さ

れたか、対象範囲が拡大されたというものでありますので、これらの事業の中

身とこれらの事業が予算書の何ページを見ればわかるのか説明をお願いしたい

と思います。 

 それからもう１つ、私は十分まだ見れていませんので、もし間違っていたら

お許しを願いたいと思いますが、国保のレセプト処理が今年度から今まで市町

村が行っていたものが、共同で都道府県の国保連合会に移るという制度改革が

行われているようでありますが、うちの町にも昨年までレセプト処理担当の方

がおられて、その労働条件の改善をお願いしていた経過があるんですが、その

レセプト処理の事業とそれが一般会計に入っているのか、特別会計なのかわか

らないんですが、どうなったのか説明をお願いできればと思います。 

 以上です。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  鈴木議員のご質疑でございますが、主要施策の概要の事業別でございます。

申しわけございません。私、ページ数はちょっと打ってございませんが、款、

項目ならわかるんですが、予算書にあわせてページ数がよいのであればどうし

ましょうか。 

鈴木議員  だから、去年聞いたときに、例えば、先人の遺徳事業はどこですかと聞いた

ら、こことこことこことここのこの節で３８万２,０００円というのがあったで

しょ、ありましたね。だから、それを今年はわかりやすくしてほしいと要望し

ていたんですが、今年も変わっていないので、わからないので、どことどこと

どことを集めたものであれば、これが何ページのどことどことどこを集めたも

のだという説明をお願いしたいと。去年の続きです。 

総務企画課長  申しわけないです。資料を今、持ってございませんので、これは一覧表にし

て提出をさせていただきます。それで、お願いいたします。 

佐々木議長  それでよろしいか。 

鈴木議員  ほかの課もそうしていただいたら結構です。 

佐々木議長  それでは、ほかの課も全部そういうことで。他の課も全部一緒に。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  鈴木議員のご質疑にお答えをいたします。 



2 － 41 

 レセプト点検につきましては、従来どおり本町においても再検査ということ

でさせていただくということで報酬も上げていただいて、国保の特別会計

の１３ページ、一般管理費の中で報酬として上げさせていただいております。 

 以上でございます。 

佐々木議長  よろしいか。 

鈴木議員  もう１点。 

佐々木議長  鈴木君。 

鈴木議員  先ほどのは資料でよろしくお願いいたします。 

 ちょっとまだ私も十分見れていないんですが、これは私のやつだけかもわか

りませんが、この一般予算書に公有財産の財産台帳がついていないんですが、

どうなんでしょうか。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  鈴木議員の再質疑にお答えさせていただきます。 

 申しわけございません。ついてございません。先ほどの資料とあわせて提出

をさせていただきます。 

佐々木議長  ほかにありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木君。 

鈴木議員  公有財産台帳は、予算書に添付をしなければならないというものではないの

ですか。財務規則を読むと、常に公開できるようにしておかなければならない

とありますし、毎年、公有財産台帳は添付されておりましたので、その点だけ

お伺いをしておきます。添付しなければならないというものであれば、議案の

差しかえが必要ですけど、いかがでしょうか。 

総務企画課長  議長。 

佐々木議長  村田総務企画課長。 

総務企画課長  申しわけございません。予算委員会までに一般会計の予算書につきまして、

差しかえをさせていただきたいと思います。 

佐々木議長  それでよろしいですか。 

西澤博一議員  議長。 

佐々木議長  西澤君。 

西澤博一議員  予算のことでないですけど、今回、全員協議会からいろいろ差しかえ、差し

かえの文書の誤りが多いと思うんですけど、人間のやることですので、間違い

はあろうと思いますけども、そこら辺はしっかりやっていただきたいと思いま
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す。 

 以上。 

副 町 長  議長。 

佐々木議長  村西副町長。 

副 町 長  謝るしかございません。まことに申しわけございません。今後、予算書に限

らず、十分に課内の点検、そして、総点検等を行った中で提出をさせていただ

きますし、また、先ほどの概要調書もしかりでございますが、必要な資料等に

つきましては、予算委員会までにひとつ提出をさせていただきますので、その

点もひとつよろしくお願いいたします。まことに申しわけございません。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようでありますから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２５号平成２７年

度豊郷町一般会計予算は、予算決算常任委員会に付託いたしたいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２５号は、予算決算常任委員会に付託いたします。 

 日程第２７、議第２６号平成２７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  鈴木君、質疑を許します。 

鈴木議員  これは教えていただきたいのですが、昨年度まで暫定措置でありました保険

者支援制度、平成２２年度から２５年度まで暫定措置でありましたよね。これ

が、今年度、平成２７年度から恒久化すると、恒久対策に変わるということに

なりまして、財政基盤強化策の恒久化ということで保険料軽減の対象となる低

所得者数に応じて保険者に対して財政支援する制度、国が２で、都道府県が１

で、市町村が１で負担するということで、これが平成２７年４月１日から施行

するということで、この財政基盤強化策として、国の方で２,０００億円の予算

が組まれているということなんですが、国保の中にも歳入の中で国と県がある

んですが、おおよそ２,０００万ぐらい支援制度がなっているのですが、私はそ

う思っているんですが、間違いなければ、保険者支援制度について制度と額に
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ついて説明をお願いします。 

 国の厚労省の資料を読みますと、保険者支援制度というのは、保険料軽減の

対象となる低所得者数に応じて、保険者に対して財政支援する制度となってい

ますから、うちの町はこの保険料軽減の対象者が多いわけですから、その対象

となる低所得者数に応じて保険者、町に対して財政支援する制度となっている

んですよね。ここのところが、この予算書の中でどのように反映されているの

か説明をお願いしたい。 

 それからもう１つ、国の方で市町村の一般会計から国保特別会計の、これを

ずっと求めてまいりましたが、できないという一点張りだったのですが、国の

方では市町村の一般会計から国保特別会計に繰り入れている対象に対し

て、１,０００億円の地方財政措置、財政安定化支援事業が講じられているとい

うことですから、一般会計に繰り入れても国の方のこの地方財政措置が受けら

れるということになると思いますが、その点がどのように予算書に反映されて

いるのか説明をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、鈴木議員のご質疑にお答えいたしたいと思います。 

 国の財政支援におきます本町への影響額というものは、現在のところ、保険

者支援という部分におきましては、ほぼ前年並みで予算を計上しておるところ

でございまして、国、県の指導のもとの増額という部分については、明確にあ

らわれている部分については、保険財政共同安定化事業というところで、現

在２０万円までであったところが、０円から８０万円のところについて共同で

負担をしている、按分に応じて負担をしていくという部分で大きく変わったと

ころではないのかなと考えております。 

 また、町からの繰り入れの部分については、現在のところ基金の運用もござ

いますので、予算上の反映ということにはしておりませんので、よろしくお願

いをいたします。 

 以上でございます。 

鈴木議員  再質疑。 

佐々木議長  鈴木議員。 

鈴木議員  国保料の引き下げをというのをいつも言っているわけですが、今年から都道

府県の調整交付金がありますよね、県段階の、国ではなしに。この府県段階の

調整交付金を使って、その調整が今年から非常に柔軟になったということで、
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それを活用して国保料の引き下げを実施している自治体が今、全国で増えてい

るのですが、その点での県の調整交付金の活用や、それはどうなのかというこ

とをひとつ教えていただきたい。 

 例えば、保険者支援金は今年度の予算額が１,６６４億円となっていますが、

そこのところを教えていただきたい。とりあえず、それを教えてください。県

段階のこの調整交付金の調整で可能になるのではないかと。 

 それから、もう１点は、一般会計への繰り入れをした場合でも、国からはこ

ういう軽減措置というか、ちゃんとした国からの助成措置があるということを

今までご存じだったのかどうか、２点お願いします。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  再質問にお答えをいたします。 

 まず、県の調整交付金の関係でございますけれども、例年ヒアリングに応じ

まして金額等も算定されておるわけでございますので、今後もそれぞれのジェ

ネリックの差額通知とかレセプト点検の実績等に加味されておることでござい

ますので、その分についてまたヒアリング等で増額についての協議もしていき

たいと考えております。 

 そして、町からの繰り入れの軽減措置の関係でございますけれども、その部

分についてはちょっと把握はできておりません。 

鈴木議員  だから、繰り入れをした場合、国からの補助があるということは知っていま

したかと。 

医療保険課長  その分については、ちょっと把握はできておりませんでした。済みません。 

 以上でございます。 

鈴木議員  議長。 

佐々木議長  再々質疑。 

鈴木議員  一般繰り入れを行っても、国からの助成措置があるということを今まで町が

把握していなかったと。それは結構です。今、把握をされたわけですから、ぜ

ひその点も含めて、一般会計からの繰り入れも考慮しながら、国保料の軽減が

できるのではないかということだけ申し上げたいと思いますが、これは担当者

がむりだったら、副町長なり町長の方から回答をいただければと思います。 

伊藤町長  議長。 

佐々木議長  町長。 

伊藤町長  それでは、４番、鈴木議員さんの質疑にお答えいたします。 

 一般財源からの繰り入れによって、それの補助が出るという裏補助が出ると
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いうのであれば、それはしっかり捉まえて対応してまいりたい。まず、しっか

りとその事実確認をさせていただいた後、方策を考えてまいりたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

佐々木議長  ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようでありますから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２６号平成２７年

度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算は、文教民生常任委員会に付託いたし

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２６号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第２８、議第２７号平成２７年度豊郷町簡易水道事業特別会計予算を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようでありますから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２７号平成２７年

度豊郷町簡易水道事業特別会計予算は、総務産業建設常任委員会に付託いたし

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２７号平成２７年度豊郷町簡易水道事業特別会計予算は、総務

産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第２９、議第２８号平成２７年度豊郷町下水道事業特別会計予算を議題

といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２８号平成２７年

度豊郷町下水道事業特別会計予算は、総務産業建設常任委員会に付託いたした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 
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議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２８号は総務産業建設常任委員会に付託いたします。 

 日程第３０、議第２９号平成２７年度豊郷町介護保険事業特別会計予算を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

今村議員  はい、議長。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  豊郷町介護保険事業特別会計予算で、２７年度で、今回、歳入のところで保

険料のことなんですけれども、前年度に比べると大幅な３割増という形で予算

計上がされているんですが、豊郷町の今度の介護保険料の所得段階というの

が、９段階でつくられていますが、この所得区分をつくるときに、低所得者、

非課税被保険者以下の人たちの軽減をどのように多分割化して軽減をしている

とか、国の基準では一番高い第９段階が、本人が市町村民税課税かつ本人合計

所得金額が２９０万以上の方ということで、もうそこで頭打ちにしているんで

すけれども、この豊郷の２９０万以上の方という人は、平成２７年度で５３人

いらっしゃるんですけれども、これについても高額な所得者については所得区

分を再分割して、生活実態に合わせて高額所得者の人には当然、負担も所得に

合わせて高くしていくとか、こういう工夫をして９段階ではなく、お隣の愛荘

でしたら１２段階、こういったことで保険料の負担をより所得の少ない人には

軽減し、高額所得者に対しては累進的な保険料徴収をされているところもあり

ますが、本町の場合は、非常に基準額自体が６,０００円と、５期のとき

の４,６８０円という第４段階はもう今回の場合ですと、５,４００円に同じ段

階の人がなっているということで、これだけでももう８００円近い引き上げに

なるわけなんですけれども、この保険料を決めるときに、こういった配慮をし

た多段階設定、そういったことは町としては、つくるときにはそういう提案と

かはしなかったんでしょうか。町の提案があって、そういう中での審議もあっ

たと思うんですけれども、この第６期の策定委員会の中では、町はこの所得区

分の問題なんかはどんな形で提案されて、委員さんとの審議に入っていったの

か、その点にいてちょっと説明をしてください。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをいたします。 
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 まず、国の今回の示しました標準段階は９段階、それにほかの町でも多段階

制を導入したところなどもいろいろと検討し、両方につきまして策定委員会で

はご提案をさせていただいたところでございますけれども、多段階制に１０段

階から１２段階となってまいりますと、本来の私どもの示した保険料よりも高

くなるという想定の部分の方もたくさん出てくる。また、その当時、説明をさ

せていただいたときに、低所得者に対する国の補填の部分がございました。そ

の部分については低所得者の段階の方々には、その部分で軽減できるのではな

いかという思いがございましたので、まずは国の示した標準段階がいろいろ総

合的に判断した中では、その部分でいけるのではないかなという話で進んでお

りました。 

 以上でございます。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  今村さん。 

今村議員  もう資料でいいですから、モデルケースをいろいろ作ったとおっしゃるんや

ったら、委員会までに提出してほしいんです。 

佐々木議長  ここでちょっと再質疑してください。 

今村議員  策定委員会の資料がほとんど出ていないので、町がモデルとしていろんなパ

ターンを出しているのであれば、それをやっぱり議会に対してもちゃんと提出

していただかないと、非常に何か一方的に決まったやつだけを審査してくれみ

たいな雰囲気になっていますので、今の説明ではモデルケースでいろいろつく

ったわけですね。ちょっと提出を資料としてお願いしたいんです。策定委員会

に出した、町としての原案書、いろいろあるはずですから、所得段階に対して

の、出してください。今、説明がありましたので。よろしくお願いします。 

医療保険課長  議長。 

佐々木議長  北川医療保険課長。 

医療保険課長  再質疑にお答えをいたします。 

 策定委員会の中では、資料としては提出せずに、メモ的に算出したものを口

頭で説明した部分でございますので、委員会までに説明できるといいますか、

判断メモを公表できるような形で作成してよろしいでしょうか。 

今村議員  委員会までに、早くお願いします。 

医療保険課長  以上でございます。 

佐々木議長  今村さん、再々質疑よろしいですか。 

今村議員  はい。 

佐々木議長  それでは、今のようなことで、委員会までにということです。 
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 ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第２９号平成２７年

度豊郷町介護保険事業特別会計予算は、文教民生常任委員会に付託いたしたい

と思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第２９号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第３１、議第３０号平成２７年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予

算を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第３９条の規定により、議第３０号平成２７年

度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予算は、文教民生常任委員会に付託いた

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

議  員  異議なし。 

佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、議第３０号は文教民生常任委員会に付託いたします。 

 日程第３２、発委第１号豊郷町議会委員会条例の一部を改正する条例案を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

佐々木議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。 

 討論、採決については最終日に行いたいと思います。 

 以上をもって、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これをもって散会いたします。ご苦労さまでございました。 

（午後０時１０分 散会） 

 


